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・ 15日に発表された２月のユーロ圏の貿易収支（季節調整値、以下同じ）は▲23.7億ユーロ（左図）。

輸出の伸び（前月比＋1.6％）が輸入の伸び（同＋1.0％）を上回ったことで、１月の▲31.0億ユーロ

から収支尻が僅かに改善したが、貿易赤字を記録するのはこれで４ヶ月連続となる。 

・ 輸出は昨年４月と12月に僅かに減少したのを除けば一本調子での回復が続いているが、原油高などの

影響もあり輸入拡大が続いており、収支尻の改善がなかなか進まない状況にある。そのため、３月の

貿易収支が大幅な黒字とならない限り、1-3月期の貿易赤字が前期から拡大することは避けられない。

ユーロ圏のＧＤＰの外需寄与度は昨年10-12月期まで３四半期連続でプラス推移が続いてきたが、1-3

月期ＧＤＰ（５月13日に速報値が発表）では前期比▲0.2％程度のマイナスとなることが予想される。 

・ 地域別の輸出は、ユーロ圏（前月比＋1.3％、５ヶ月連続増）、その他欧州（同＋2.7％、５ヶ月連続

増）、米国（同＋2.0％、２ヶ月連続増）、日本（同＋1.6％、２ヶ月連続増）、中国（同＋3.4％、２

ヶ月連続増）、中国・日本除くアジア（同＋4.9％、２ヶ月連続増）、中南米（同＋11.5％、２ヶ月連

続増）、オセアニア（同＋3.4％、５ヶ月連続増）、ＯＰＥＣ諸国（同＋2.2％、２ヶ月連続増）など、

幅広い地域向けで堅調に回復（右図）。世界的な景気回復の恩恵が現れている。 

■ユーロ圏の輸出入・貿易収支 ■ユーロ圏の地域・国別輸出金額（季節調整値）

出所：Eurostat 出所：Eurostat
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■ユーロ圏の貿易収支

2010 2010 2011
1Q 2Q 3Q 4Q 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

貿易収支（SA、億€） 11.3 -47.6 -19.5 -20.2 -7.6 -23.5 11.5 29.3 -29.4 -20.1 -31.0 -23.7
輸出 （前期比、％） 7.2 7.7 4.5 1.6 0.1 0.7 0.2 1.0 0.4 -0.1 3.9 1.6
輸入 （前期比、％） 8.8 9.4 3.7 1.6 -1.5 1.9 -2.4 -0.4 4.9 -0.8 4.7 1.0

貿易収支（NSA、億€） -63.1 -45.2 11.4 3.6 55.2 -59.9 16.1 38.6 -22.2 -12.8 -156.2 -14.8
輸出 （前年比、％） 12.9 22.4 22.8 22.2 17.4 29.9 22.6 21.1 24.5 21.1 27.1 23.1
輸入 （前年比、％） 9.8 27.6 26.7 25.9 26.1 33.1 21.9 22.4 29.4 25.8 29.3 26.0

出所：Eurostat  


